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化学という学問は経験の積み重ねがすべてか？ 
 
数学や物理学は論理の世界に花咲く学問であり、実に美しい規則の上に成り⽴っている。そ
れに対し、化学という学問は⾮常に多くの事柄が関連性もなく詰め込まれ、たとえ部分が理
解できたとしても全体像をつかみ取ることが難しいと感じられるようだ。⾼校の授業では、
数学や物理学はその根底に流れる論理をつかみ取りさえすれば⽐較的簡単に答えにたどり
着くことができる。⽣物学も最近は論理武装が進み、かつてのように暗記の学問ではなくな
ってきた。それに対して、化学はいまもって暗記の学問だと思われている。 
 
イギリスの科学啓蒙化クラウザーは、科学を「⼀般性の科学」と「個別性の科学」とに分類
し、前者の例が物理学で、後者の例が化学であるとした。⼀般性の科学とは、その根底に存
在する規則のほとんどがすでに発⾒され、それらの規則はすでに⼀般化しているという意
味である。確かに、⾼校の物理の教科書に現れる規則は、最近のクォークやレプトンの発⾒
以外は、ここ数⼗年変化していないのではないだろうか。それに対して、「個別性の科学」
である化学は、まだまだ新しい反応や事象が⾒つかる可能性があり、実際に⾒つかり続けて
いる。年と共に教科書が書き換えられていくという学問である。 
 
クラウザーの分類を⾒ても、化学という学問は新発⾒が続くので必然的に多くの分野を含
むことになる。社会の要請に応えて新しい分野ができることもあるし、既存の分野であって
もそこに新しい知⾒が加えられていくこともある。 
 
図は化学に含まれる分野例を⽰している。 
 
実に多くの分野に分かれており、その⼀つ
⼀つについて個別に学習し、理解し、応⽤
していくことが求められる。 
 
私の専⾨は有機化学の中の有機合成化学
であり、その中にも実に多くの反応や⽅法
が含まれる。⽬的とする有機合成を成し遂
げていくためには、化学の中の他の分野も
合わせて⾃分のものとする必要があった。 
 

学問の⼀覧（Wikipedia）



次⾴の図は化学の発展の歴史を⽰している。紀元前のタレス、デモクリトス、アリストテレ
スの時代は、哲学的な思考が重んじられた時代でもあり、化学というよりは⾃然界の物質と
その変化をどのようにとらえるべきか、思索に暮れた時代であったというべきであろう。 
 
そして、その後に錬⾦術の時代が到来し、この期間が実に 15 世紀もの⻑きにわたり続く。
錬⾦術とは読んで字のごとく価値のない⾦属（鉛など）から価値のある⾦属である⾦（きん）
を作り出そうとする試みであり、実に欲との⼆⼈連れであった。 
 
いま化学と⾔われている学問が萌芽したのは、錬⾦術の時代が明けた 1661 年ボイルの元素
再定義の頃からである。⻑年にわたって積み上げられてきた錬⾦術の知⾒やノウハウがや
っと開花し始めたとみるべきだろう。化学とは難しい学問かもしれない。どの⽅向に進むべ
きかを知るのに 15 世紀もの期間を要した。すこし無責任な発⾔にはなるが、「⾦」を作るこ
とをあきらめたおかげで、やっと進むべき⽅向が⾒えてきたという可能性もある。 
 
いずれにしても、⽅向性を持って歩み始めた化学は、それからはその範囲を広げ、内容を深
めながら進歩し続けて⾏くことになる。最近のノーベル化学賞の受賞内容を⾒てもそのバ
リエーションの広さに驚かされる。化学とは今まだ成⻑し続けている学問である。しかも、
錬⾦術の 15 世紀の期間も加え、多くの⼈の汗と努⼒により積み上げられてきた学問である。 
 
化学の歴史（Wikipedia）では、1661 年に錬⾦術（alchemy）の接頭語 al（英語では the に
相当）がなくなり化学者（Chymist）となっている。錬⾦術師 alchemist から化学者 chemist
への変化であり、同時に alchemy から chemistry（化学）への変化である。化学の歴史はこ
の 1661 年に始まったと考えてもよいのではないだろうか。1661 年といえば、次⾴の図に
もあるように錬⾦術の時代が暮れて、ボイルが元素の再定義をした年である。 
 
化学の歴史（Wikipedia） 
化学の歴史は⻑く曲折に富んでいる。⽕の発⾒を契機にまず⾦属の精錬と合⾦製造が可能
な冶⾦術がはじまり、次いで錬⾦術で物質の本質を追求することを試みた。アラビアにおい
ても錬⾦術を研究したジャービル・イブン＝ハイヤーンは多くの業績を残したが、やがて複
数のアラビア⼈学者は錬⾦術 (alchemy) を批判するようになっていった。近代化学は化学
と錬⾦術を弁別したときはじまった。たとえばロバート・ボイルが著書『懐疑的化学者』
（The Sceptical Chymist、1661 年）などである。そしてアントワーヌ・ラヴォアジエが質
量保存の法則（1774 年発⾒）を打ち⽴て化学現象において細⼼な測定と定量的観察を要求
したのを境に、化学は⼀⼈前の科学になった。錬⾦術と化学がいずれも物質の性質とその変
化を研究するものではあっても、科学的⽅法を適⽤するのは化学者である。化学の歴史はウ
ィラード・ギブズの業績などを通じて熱⼒学の歴史と絡み合っている。 
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いよいよタイトルの「化学という学問は経験の積み重ねがすべてか？」である。 
 
簡単な答えではあるが、理屈を踏まえての理解の積み重ねが重要となる。表⾯的にはつかみ
どころがないように⾒えてもその根底には理屈が通っている。その理屈を理解し、⾃由に使
いこなせるようになることだ。化学には多くの局⾯があるが、この問題を解決するには、あ
るいは、新化合物を合成するにはこの理屈・論理を巧みに⽤いるべきだ。経験を積むと⾃ず
とその結論に導かれる可能性が⾼くなる。この意味では化学は積み重ねが重要である。 
 
うまく事が運ぶか多くの失敗を繰り返すかは、化学に携わる⼈の感の良し悪しにかかって
いる。成功確率を上げるためには、感をよくするための努⼒は必須である。感が良くなるた
めの条件は、考えながらいかに多く化学の場数を踏んだかは⾔うまでもない。ただし、化学
の難しいのは、感のいい⼈であっても、導いた結論に従って実際に実験してみても、結果は
必ずしも思ったようになるとは限らないということである。ここが物理学と⼤きく違うと
ころである。化学という学問は経験の積み重ねが重要である。 
 
化学の歴史は 15 世紀もの⻑きにわたる⼀⾒無意味にも思える錬⾦術の期間ののちに、1661
年以降に光明が⾒え、そこからこの学問は爆発的に発展することとなった。この化学の２千
年強にわたる⻑い期間を⼀⼈の⼈間が体感し理解し、さらのその上に新たな知⾒を積み上
げていく。化学を志す⼈にはそのような決意が必要となる。 
 
この決意をもって、化学に⻑年携わってきた感の良い⼈ならば、正解に⾄る確率はかなり⼤
きくなる。後は運鈍根でひたすら勝負である。この粘り腰は誠に⽇本⼈向きで、最近よく⾔
われている⽣産性向上に関して、⽇本の化学⼯業の⼀⼈当たりの⽣産性は⽶国を抜いてい
るとのことである。 
 
 
 


